
 

 

 

 

 

  

駐車場は自治会館のご厚意により、送迎時のみという事でお借りしています。他の

自治会館利用者の迷惑にならないように使用して下さい。長時間の駐車もご遠慮くだ

さい。園庭・児童遊園では遊ばないで帰りましょう。 

お知らせとお願い 
※地域のお祭りが４月１４日（日）にあるため、準備の都合で４月１３日（土）は、上長渕

自治会館駐車場が使用できません。また、１５日（月）も片付け等があります。両日の送

迎方法については、後日掲示しますのでご確認ください。徒歩や自転車での送迎ができる

方はご協力お願い致します。 

※Ｗｅｂ連絡網（メール配信）の登録がお済みでない方は、職員に声をかけご登録ください。 

上長渕保育園だより 
令和６年４月 
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令和６年度も社会福祉法人上長渕保育園の保育活動内容につきまして、ご理解とご
協力をお願いします。本年度の保育活動内容はコロナ感染予防対策以前の活動に戻り
ましたので、是非ともお子様の保育参加をはじめ様々な工夫を凝らした行事等におい
て保護者の皆様にお子様の様子をご覧なっていただきたいと考えております。 
４月の園だよりでは、入園式のあいさつ文と令和６年度の保育目標を具現化する４

つの柱を掲載いたします。 
令和６年度 上長渕保育園 入園式 挨拶文 

新入園児の皆さん、おはようございます！私は、園長の田中伸佳と申します。どうぞ、宜しくお願いしま

す。そして、社会福祉法人 上長渕保育園への本日のご入園おめでとうございます。また、保護者の皆様方、

本園へのご入園、誠におめでとうございます。 

また本日は、ご来賓としてさて、上長渕駐在 古川様に本園入園式にご参列いただき、誠にありがとうご

ざいます。職員一同、心より御礼申し上げます。 

さて、本園度の園の運営につきましては、昨年五月より新型コロナウィルス感染予防の措置以前の活動に

戻った内容状態で園の運営を展開しておりますので、お時間のご都合がつきましたら保育参加をはじめ様々

な行事でのお子様の活動の様子を是非ご覧になってください。 

入園児の皆さん、本日より社会福祉法人上長渕保育園の園児としての仲間入りです。上長渕保育園では、

季節に応じて楽しい計画がたくさん用意しています。お友達や先生方と仲良く、そして、元気よく、ここ上

長渕保育園ですごしてください。 

保護者の皆様、保育園は生活の場であり、社会であり、教育の場でもあります。また、集団生活の中で培

われる力も沢山あります。 

私ども職員一同、お子様方との親和関係をより深め、対応していきます。皆実績を積んだ優秀な職員ばか

りでは御座いますが、時には至らぬ点も多々あるかと存じますので、お気づきの点など御座いましたらご遠

慮なく何なりとお申し付けください。 

今年も、本園の目標である「明るい子・自分で考える子・優しい子」をより具現化できるよう４つの柱を

立て努力してまいりますので、どうぞ本園の活動内容等をご理解の上、ご協力・ご支援、何卒宜しくお願い

致します。 

最後になりましたが、本日のご入園、本当におめでとう御座います。お子様達が健やかに成長するよう 心

からお祈りし、私の挨拶とかえさせていただきます。 

令和６年４月１日 社会福祉法人 上長渕保育園長 田中 伸佳 
令和６年度 保育目標を具現化する【４ つ の 柱】 

【柱―１】＝ 保護者とのより深い連携を図るために、大切なお子様一人一人の個性や特徴を深く理解 

し、保護者と一緒にお子様の成長を支援していくための保育処方を提供していきます。また、その活動の 

中で、「言葉使いや所作」・「思いやり」や「人間関係作り」についても、行動見本を垂範した保育を実践し 

ていきます。 

【柱―２】＝  各クラスの園児の発達段階に応じた工夫された教材【絵本や遊具・玩具等】を提供し、ぬく 

もりのある保育を実践していきます。その活動の中で、お子様たちの探求心や想像力を育むと同時に、自己 

肯定感を育みながら、より良い人間関係作りのための基本的生活習慣を身に付けていきます。 

【柱―3】＝  給食室と連携し、食農活動【園舎近くの畑を活用し野菜などの種を蒔きや苗の移植を行い、 

その世話をし、成長過程を観察し、収穫して食べ、収穫物を自宅に持ち帰り家族で食べる活動】の実践を通 

して、食への興味や食べる意欲を育む保育を実践していきます。また、親子の野菜収穫体験も展開していき 

ます。その活動の中で、物も人も大切する気持ちを育んでいきます。この活動の最終的な目標は、生命尊重 

の気持ちを育むことです。 

【柱―4】＝  挨拶をはじめ所作や接遇【話を聞く態度や部屋の入退室の所作等】、基本的生活習慣を様々な 

活動の中で身に付け、義務教育である小学校入学後に、その成果をいかんなく発揮できるような保育を実践 

していきます。                                             

 

 


